
Nevertheless, I observed him when he knew no one 
was looking. Besides speaking gently to the horses, 
workmates, and customers, he was attentive to details. 
If something, such as a bale of hay, was out of place, he 
would straighten it and sweep the loose straw around 
it. He would pick up litter, move a plank with a nail 
sticking up that could cause injury, and much other 
suchlike attendance would he do. Most of it unnoticed 
except by my watchful eye. 

But ... my suspicion “kicked in” as you say. I thought 
he knew! So, I called him up into my office one day and 
told him I had been observing him and asked him if he 
was aware of it. He told me no, of course not, although 
he did say that the other boys had warned him that 
“Stocky” doesn’t miss a single thing from his office 
window. That struck me as odd, as for the most part 
the other workers’ diligence paled against Tom’s, and I 
told him so. I asked him why.

“I already have Someone watching me all the time,” 
he said.

I asked him who, and he said, “God.”

Then he asked me if I believed in God. I told him of 
course I did. He then asked me why I didn’t observe 
Christmas, and I said it went against my beliefs. He 
asked me to explain, and I closed the conversation by 
dismissing him. But I thought about his answer. In fact, 
I lay awake sometimes thinking of it, and wondered 
about that unseen, all-seeing Eye. I mused on my own 
suspicious observance and even attributed the same 
characteristics to the Almighty. 

“How would I like to have me watching me?” I came to 
ask myself one night and felt a terrible pang of shame, 
so much so that I asked the same of Tom the following 
day: “How would you feel if you knew you were 
watching you?”

He chuckled at my question, and said it was very 
thought-provoking, but he said he didn’t know. He 
would only hope he would be pleased at what he saw.

“And what about God watching you?” I asked him.

Tom replied that he would find that infinitely more 
preferable as God would grant him more mercy than 
Tom would himself.
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潮
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If something, such as a bale of hay, was out of place, he 
would straighten it and sweep the loose straw around 
it. He would pick up litter, move a plank with a nail 
sticking up that could cause injury, and much other 
suchlike attendance would he do. Most of it unnoticed 
except by my watchful eye. 
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he said.

I asked him who, and he said, “God.”

Then he asked me if I believed in God. I told him of 
course I did. He then asked me why I didn’t observe 
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画
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事
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務
む

室
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ぼうし

子を胸
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の前
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た

っていました。非
ひ

常
じょう
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礼
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儀
ぎ

正
ただ

しく、会
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話
わ

中
ちゅう

にも、たびたび「はい、だんな様
さま

！」と、うや

うやしく受
う

け答
こた

えていました。

　私
わたし

は最
さい

低
てい

限
げん

の賃
ちん

金
ぎん

を提
てい

示
じ

しましたが、それでもトムは感
かん

謝
しゃ

していま

した。私は彼
かれ

を、下
した

働
ばたら

きのさらに下
した

で働
はたら
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もっと
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事
ごと

に

つけました。かろうじて厩
きゅう

務
む
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と言
い

えるような仕事からのスタートで
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　どうしてトムを雇
やと
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非
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うたが
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利
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外
がい

の動
どう

機
き
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なに

かをする美
び

徳
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を備
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えた人
ひと

などいないと

思
おも

っていました。人にはだれでも、いわゆる「隠
かく

れた動
どう

機
き

」があるもの

だと思っていたのです。トムの動機と言
い

えば、貧
まず

しいことぐらいで

しょうか。なので、彼
かれ

を操
あやつ
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単
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なことだと思っていました。
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に入
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明
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き
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い
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時
じ
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わたし
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頼
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わる
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こま

かいことに気を配るのです。そのほとんどが、私が観察している以
い

外
がい

、

だれにも気
き

付
づ

かれません。
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asked me to explain, and I closed the conversation by 
dismissing him. But I thought about his answer. In fact, 
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ask myself one night and felt a terrible pang of shame, 
so much so that I asked the same of Tom the following 
day: “How would you feel if you knew you were 
watching you?”

He chuckled at my question, and said it was very 
thought-provoking, but he said he didn’t know. He 
would only hope he would be pleased at what he saw.
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Tom replied that he would find that infinitely more 
preferable as God would grant him more mercy than 
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　それで、お察
さっ

しの通
とお

り、私
わたし

は疑
ぎ

念
ねん

を抱
いだ

きました。トムは、自
じ

分
ぶん

が

見
み

られていることを知
し

っているんだと思
おも

ったのです！　ある日
ひ

、私は

トムを事
じ

務
む

室
しつ

に呼
よ

んで、私がずっと彼
かれ

を観
かん

察
さつ

していることを知って

いるのかとたずねました。トムは、もちろん知らなかったと答
こた

えまし

た。でも、他
ほか

の少
しょう

年
ねん

達
たち

に、「ストッキーはいつも事
じ

務
む

所
しょ

の窓
まど

から監
かん

視
し

していて、何
なに

一
ひと

つ見
み

逃
のが

すことがないから、気
き

を付
つ

けろよ。」と言
い

われ

たとは話
はな

していました。私は、それは奇
き

妙
みょう

だなと思いました。と言う

のは、他
ほか

の従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

達
たち

の働
はたら

きぶりは、トムと比
くら

べたら見
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劣
おと

りがするほど

だったからです。私はそう告
つ

げて、どうしてそんなに熱
ねっ

心
しん

に働くのか

とたずねました。

　「ぼくには、すでにいつもぼくを見
み

守
まも

っている方
かた

がいるんです。」

と、トムは答
こた

えました。

　それはだれかとトムにたずねると、「神
かみ

様
さま

ですよ。」という答
こた

えが

返
かえ

ってきました。

　トムが私
わたし

に、神
かみ

を信
しん

じるかとたずねるので、もちろん信じていると

答
こた

えました。すると、どうしてクリスマスを祝
いわ

わないのかと聞
き

くので、

それは私の信
しん

条
じょう

に反
はん

しているからだと答えました。それはどういう

ことかとたずねられましたが、私はそこで会
かい

話
わ

を打
う

ち切
き

って、トムを

事
じ

務
む

室
しょ

から下
さ

がらせました。ですが私はトムの言
い

ったことについて、

考
かんが

えてみました。事
じ

実
じつ

、私
わたし

は床
とこ

で眠
ねむ

れずにそのことを考えていること

もありました。私
わたし

達
たち

の目
め

には見
み

えない、すべてを見
み

通
とお

す目とは何
なん

だろ

うという思
おも

いにふけっていました。私
わたし

自
じ

身
しん

の疑
うたが

い深
ぶか

い観
かん

察
さつ

眼
がん

を、全
ぜん

能
のう

の神
かみ

のものと置
お

き換
か

えて考えてみたりもしました。

　「私
わたし

は、自
じ

分
ぶん

のような者
もの

に四
し

六
ろく

時
じ

中
ちゅう

監
かん

視
し

されていたいだろうか？」　

ある夜
よる

、そんなことを自
じ

問
もん

してみると、自分がひどく情
なさ

けない人
にん

間
げん

に

思
おも

われて、翌
よく

日
じつ

トムに質
しつ

問
もん

してしまったほどでした。私はトムにたず

ねました。「もし君
きみ

が、自
じ

分
ぶん

が四六時中自分を監視していると知
し

って

いたら、どんな気
き

分
ぶん

だろうね？」

　私
わたし

の質
しつ

問
もん

にトムはクスクスと笑
わら

いながら、それは非
ひ

常
じょう

に考
かんが

えさせら

れる、正
しょう

直
じき

なところ、分
わ

からないと答
こた

えました。自
じ

分
ぶん

の見
み

たものを

喜
よろこ

んでくれることを願
ねが

うばかりだとも言
い

いました。

　「それなら、神
かみ

が君
きみ

を見
み

ているなら、どうなんだい？」　私
わたし

はトムに

たずねました。

　トムは、そのほうがはるかに望
のぞ

ましいと答
こた

えました。神
かみ

なら、自
じ

分
ぶん

よりもっと大
おお

きなあわれみをもって見
み

て下
くだ

さるだろうから、と言
い

うの

です。
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was aware of it. He told me no, of course not, although 
he did say that the other boys had warned him that 
“Stocky” doesn’t miss a single thing from his office 
window. That struck me as odd, as for the most part 
the other workers’ diligence paled against Tom’s, and I 
told him so. I asked him why.

“I already have Someone watching me all the time,” 
he said.

I asked him who, and he said, “God.”

Then he asked me if I believed in God. I told him of 
course I did. He then asked me why I didn’t observe 
Christmas, and I said it went against my beliefs. He 
asked me to explain, and I closed the conversation by 
dismissing him. But I thought about his answer. In fact, 
I lay awake sometimes thinking of it, and wondered 
about that unseen, all-seeing Eye. I mused on my own 
suspicious observance and even attributed the same 
characteristics to the Almighty. 

“How would I like to have me watching me?” I came to 
ask myself one night and felt a terrible pang of shame, 
so much so that I asked the same of Tom the following 
day: “How would you feel if you knew you were 
watching you?”

He chuckled at my question, and said it was very 
thought-provoking, but he said he didn’t know. He 
would only hope he would be pleased at what he saw.
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“Tom, Dear Tom”--Japanese

　トムの答
こた

えに、私
わたし

は大
たい

変
へん

おどろきました。何
なん

て生
なま

意
い

気
き

なんだとさえ

感
かん

じたくらいです。一
いっ

体
たい

全
ぜん

体
たい

、何
なん

でそんなふうに思
おも

うのかと、私は

彼
かれ

にたずねました。

　「ぼくが、神
かみ

の御
み

子
こ

を愛
あい

しているからです。」と、トムは答
こた

えました

　トムの返
へん

事
じ

に対
たい

して腹
はら

立
だ

たしさがわいて来
き

ましたが、それでも私
わたし

は、

それはどういうことかとたずねました。トムはちょっと考
かんが

えていまし

た。彼
かれ

が言
い

ったことを、私の思
おも

いつく限
かぎ

り、彼の言
い

ったように説
せつ

明
めい

して

みようと思
おも

います。

　「ストックさんに、心
こころ

から愛
あい

するたった一
ひとり

人の息
むす

子
こ

がいたとしまし

ょう。ある日
ひ

、ごろつきの乞
こじき

食がやって来
き

て、彼
かれ

と話
はな

し始
はじ

め、結
けっ

果
か

と

して息子さんのことが大
だい

好
す

きになり、自
じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

を改
あらた

めて、単
たん

に

息子さんと話したいがために毎
まい

日
にち

やって来
く

るようになったとしたら、

その乞食はストックさんの目
め

に、どのように映
うつ

るでしょうか？　彼の

みすぼらしい身
み

なりや、彼の過
か

去
こ

や、さらには現
げん

在
ざい

の汚
お

点
てん

まで、大
おお

目
め

に見
み

てあげようと思
おも

うようにはなりませんか？」

　トムの話
はなし

に自
じ

分
ぶん

の息
むす

子
こ

を当
あ

てはめてその情
じょう

景
けい

を思
おも

い描
えが

いてみると、

彼
かれ

の「たとえ話
ばなし

」は非
ひ

常
じょう

に鮮
せん

明
めい

でした。私
わたし

は彼の洞
どう

察
さつ

に満
み

ちた答
こた

えに

礼
れい

を言
い

って、その場
ば

を下
さ

がらせました。私はそのことについて、もう

彼に話
はな

すことはありませんでしたが、その日
ひ

以
い

来
らい

、私は彼をどなり

つけたり罵
ば

倒
とう

したりするのをやめました。そればかりか、事
じ

業
ぎょう

でトムに

ふさわしい地
ち

位
い

が空
あ

けば、真
ま

っ先
さき

に彼を昇
しょう

進
しん

させるようになりまし

た。彼の分
ふん

別
べつ

のある洞察と心
こころ

のこもった顧
こ

客
きゃく

対
たい

応
おう

はますます開
かい

花
か

し、

それに勤
きん

勉
べん

さも伴
ともな

って、やがて私が彼を事業の代
だい

表
ひょう

者
しゃ

の一
ひとり

人に昇
しょう

格
かく

させることになったのは、言うまでもありません。

　私
わたし

はいつまでも頑
がん

固
こ

だったため、神
かみ

には一
ひとり

人息
むす

子
こ

がいるという事
じ

実
じつ

を

私が思
おも

い改
あらた

め、たびたび、特
とく

に眠
ねむ

れない夜
よる

には彼
かれ

に話
はな

しかけるように

なっていたことを、謙
けん

虚
きょ

になってトムに告
こく

白
はく

するのには、しばらく、

おそらくは５年
ねん

ほどもかかりました。素
す

晴
ば

らしいのは、このことを

認
みと

めた時
とき

に大
おお

きな解
かい

放
ほう

感
かん

を味
あじ

わい、それに対
たい

するトムの反
はん

応
のう

を見
み

て、

幸
こう

福
ふく

感
かん

に満
み

たされたことです。

親
しん

愛
あい

なるトムについての話
はなし

でした。

。
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